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帝政ロシヤにおける雇主組合

荒叉重雄

I ブルジョアジーの組織的結集

JI 1905年の苧命と雇主組合の成立

E 労働運動の再昂揚と雇主組合

N ブ、ルジョア的労働運動創設の試み

I ブルジョアジーの組織的結集

労働運動なかんずく労働組合運動にたいして，企業主が連合しておこなう

活動の組織化されたもの，すなわち雇主組合は，帝政ロジヤにおいては1905

年の革命を契機にして成立している。なぜ、その時期に成立したか，その活動

の特質はなにか，を考えるためには，雇主組合がブ、ノレジョアジーの組織的活

動の一分野である以上，ブノレジョアジーの組織的結集が帝政ロシヤにおいて

どのように進んで、いたかをみておかなくてはならなし、。

ツアーリ専制の政策が部分的にあるいは総体的に，結果としてどのように

ロシヤ資本主義の発達に貢献するところがあろうとも，帝政ロシヤすなわち

1917年2月の革命以前のロシヤにおいて， ブノレジョアジーは未だ政治的支

配には到達していなかった。専制の内部機構のーっとして，製造業評議会

(MaHy中aKTypHbI首COBeT)が1828年に，商業評議会沢OMMep日 CKH負COBeT)

が1829年につくられ，ともに大蔵省に所属していた。両評議会の構成員の中

にはブルジョアジーの代表も入れられており，彼らは自分たちの便益と必要

(rrOJIb3a H Hy2K6bI) について申告 (3aHBJI兄Tb)する権利をもち， また，商

工業に関する法案について意見をのべることもできることになっていた。し

かし実際には，製造業評議会におけるブノレジョアジーの代表は空席のままお
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かれ，商業評議会には首都の商人の代表のみ参加しているという状態であっ

たヘ 1856年，アレクサンドノレEあてに匿名の覚え書きが提出され，その中

には，大蔵省のもとでかろうじて隷属的役割をはたしている商業，製造業評

議会を廃し，単一の製造業・商業評議会と官房とよりなる商工省を作る，評

議会が省の中心をなし，政府の任命した3名と企業家により選出された8名

とから構成され，大臣が議長となる，という考え方が示されていた。アレグ

サンドノレEは，この覚え書きを放置するよう名じた2)0 1861年の農民改革を

経過したのちも，大蔵省所属の評議会が商工評議会 (COBeT TOprOBJIn Il 

MaHyやaKTyp) となり， ブ、ノレジョアジーの代表を以前より多く加えるように

なった以上のことを推定しえない。

とはし、え，ブ、ノレジョアジーは白からの商業的活動をつうじて政治的に結集

してゆく条件をもっており，専制といえどもこれを全面的に禁圧することは

できなし、。ブノレジョアジーが白からを政治的に代表する自主的組織としてえ

らんだものは取引所 (TOBapHaH6np)Ka) をもとにした取引所協会 (6np)Ke-

Bble 06rn:eCTBa) と，その常設執行機関たる取引所委員会 (6np)KeBbleKOM-

nTeTbI)であった3)。専制はこの組織の発展をおさえるために，商法 (1857年)

第2158条に， ~取引所において政治的問題もしくは軍事的問題について論じ，

あるいは， よこしまな風評をひろげる者は罰金刑に処するJ， と規定した。

取引所は1870年までに17を数えていたO

取引所は地方的なものであって，ロシヤ・ブ)レジョアジーを全国的に代表

することができなかった。 1865年，モスグワ取引所委員会のイニシャチヴの

もとに，第 1回商工業者大会 (Top rOBO-rrpOMbIIlIJIeHHbI員自由江)がモスクワ

において開催された。大会は，経済政策に関する決議を採択し，政府諸機関

に請願をおこなった。第2回大会は1870年にベテノレブルグにおいて開催され

も"
わ~O

こうしたうごきの中で， 1870年， ~モスグワ取引所令 (YCTaB MOCKOBCKO政

6np)Kn) が公布された。この法令は，取引所委員会に対して，政府その他の

公共機関にたいし取引所協会の利益を代表し擁護する権利，願書を提出し
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請願する権利，各種政府機関に自己の代表者を送る権利などを与えた。これ

らの権利は，次第にその他の都市の取引所に対しでも与えられていったが，

モスグワ取引所委員会の指導的地位を低めることはなかった。 1872年，第3

回商工業者大会がモスクワにおいて開催されたのち，第4回商工業者大会が

モスグワでひらかれたのは10年後の1882年で，第5回大会はさらに14年後の

1896年に， ニジエニ・ノヴゴロドでひらかれた。 しかし一方， 1870年から

1904年のあいだに，あたらしく 39の取引所が設立されており，ブノレジョアジ

ーの連絡網は密になっていったものと推定される。

とはいえ，ブノレジョアジーの政治的行動は，主として大蔵省をつうじてツ

アーリ政府に請願し，評議会や各種の評議に参加して白からの意志をツアー

リ政府の政策に反映させようとする行動にとどまった。労働問題についてみ

れば， 1880年代以来のロシヤ工場法制の形成発展過程において，ツアーリ政

府は大蔵省の商工評議会をつうじて労働者階級への譲歩の巾についてブ、ノレジ

ョアジーとたえず協議していたし，ブノレジョアジーはまたロシヤ商工業振興

協会をとおして白からの意向を政府に提示していた。労働運動に対する弾圧

政策も，ブノレジョアジーは，治安問題としてその鎮圧を志向するツアー専制

権力にたよっていた。工場主が経費を負担して工場に配備される警察の定員

の漸増などは，そのあらわれであったり。

こうしたブルジョアジーの態度は， 1890年代末から1905年の革命へかけて

次第に変更をせまられていた。労働者の経済的，政治的斗争はつよまり，ツ

アーリ専制はそれを効果的に鎮圧する能力を失ないつつあった。その中で，

労働運動を「経済的」事実としては承認し，ツアーリ専制と決定的に対立し

ない限度内において労働者の経済的ストライキ運動をみとめるべきであると

の考え方も醸成されつつあった。 そのことは， つまり， ブ、ノレジョアジーは

「経済的」労働運動と自力で直接対決し，解決の道を求めなくてはならぬ

時代が予想されはじめたことをいみするO さらにヅアーリ専制の一部はより

先にまで進み， ズバトフ主義 (3y6aToB~HHa) を生みだしていた。その本

質は，専制が労働運動そのものに惨透し，労働運動を指導し，ブノレジョアジ
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{の経済的犠牲において専制の政治的安定を目指す，という点にあった。ブ

ルジョアジーはいきおい，労働運動の政治的側面すなわち専制反対をむしろ

利用しつつ，経済的譲歩については最小限にくいとめようとする傾向を示す

ことにならざるをえなし、。 1905年の革命とともに，労働運動と斗かうブ、ルジ

ョアジーの自主活動は，ロシヤにおける雇主組合の結成となるO

その点は次節にゆずって，ここでいま少し注意しておくべきことは，産業

別大会の形をとったブノレジョアジーの組織的結集が1870年代なかばからあら

われていることである。 1874年にタガγログでひらかれた南ロシヤ鉱山主大

会がその嘱矢をなす。 1877年以来，大会は常設執行部をもって毎年開催され，

「南ロシヤの鉱業および鉱工業事業の必要と利益にかんするいっさいの問

題……について請願する権利をもっ」ことになっていたO つづいて1880年ウ

ラノレ鉱山主大会とモスクワ地区鉱山主大会が組織され， 1883年にはポーラン

ド鉱山主大会が， 1884年にはバグー石油業主大会が組織された。このうちウ

ラノレの例で、は，常設機闘をもって毎年大会をひらくようになったのが1896年

の第4回大会以後のことであり，モスグワの例は1902年の恐慌によって崩壊

している。したがって，こうした産業別大会の形をとったブルジョアジーの

結集は，ポ{ラシド，南ロシヤ，バグーといった，政治権力の中心部から遠

い工鉱業中心地に強くあらわれていたことになる件〉。これらの地域は，政治

的支配がむき出しの暴力に依存しなくてはならぬ度合がつよく，労務管理に

もとくべつのきびしさが存したものと考えられるO たとえば南ロシヤでは，

1893年の大会が，自分たちの負担で、兵舎をたてるからコサック中隊を駐屯さ

せてほしいと請願して，その目的を達し， 1900年の第25回大会では，特別の

コサッグ基金をつくって，それにより自由雇傭の守衛をコサック中隊にとり

かえたし、と請願して，政府をLてあらたに歩兵連隊を宿営させることに成功

している。この流れは， 1913年の第38回大会において，鉱山の所有者に私的

武装警備隊(C06CTBeHHa冗 rroJIb~eikKaH CTpa)Ka)を設立する権利を与える

よう政府に請願するところにまでいたった5)。 これは実際に黒百人組の形を

とってあらわれた。
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(註〉 その他の地域にあらわれた産業別大会は1900年代に入ってからのものが多く

とりわけ独占の形成との関連のもとに考察されるべきのものである。

もう一点。 1905年の革命にかけて，ロジヤ・ブノレジョアジーのなかには，

専制との関係において二つの流派が分離しはじめていた。専制と協調する流

れは取引所委員会に依っていた。大蔵省のテコ入れで， 1902年，取引所委員

会の統合が計画され， 1903年11月， 38の取引所協会の参加する取引所委員会

特別協議会がひらかれ，多数をもって常設評議会をもっ取引所大会を組織す

ることが決った。準備のために， 1904年，ベテノレブノレグ取引所に取引所委員

会臨時事務局が附置された。 1905年，枢密院は取引所商業大会組織に対する

意見をまとめ， 5月その意見は認可された。 1906年，常設の大会評議会が活

動を開始した。首都の銀行業者がこれを支配していた。

それにたいし，モスグワの紡績業者モロゾフ (c.T. MOp030B) らは，よ

り自由主義的傾向を示していた。彼らは1905年3月，諸地方の産業代表者の

会議をモスグワにおいてひらき，そこで企業家の恒久的組織をつくることを

きめ，コヴァレフスキーを長とする組織委員会をつくったが，失敗した。 5

月，ロシヤ各地の大商工業家をモスクワにあつめて，工業代表者全体大会

(06瓜日首 Cもe3λ) の定款をつくり 7月， 1現状にたいする商工業の態度の

問題に関する特別評議」にかけようとしたが，この評議はそスグワ総督によ

り解散させられた。リヤブシシスキー(口.口.Pil6yUIHHCKH首)らは私宅で

ひそかに協議をつづ、けた。 10月の詔勅ののち，この流れは反政府的性格をよ

わめ，工商代表者大会創立大会を1906年4月ペテノレブノレグにひらき， 11月，

第 1固定例大会をひらいて常設大会評議会 (36人〉をえらんだO さらにその

中に大会評議会委員会 (6~ 8名〉がえらばれ， 100名以上の事務局をかか

え， 1908年以後，機関誌「工業と商業 (TIpoMbIJlIJIeHHOCTbH TOprOBJIiI) J 

を発行した。

rr 1905年の革命と雇主組合の成立

1905年 1月9日，いわゆる血の日曜日の事件によって高まった労働者のス
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トライキ運動を前にして，ブルジョアジーのあいだには大きな動揺がおこっ

TこO

南ロシヤの鉱山主たちのあとをうけて， 1898年以来自分たちの経費負担で

市にコサッグ兵を配置してきたイワノヴォ=ヴォズネセンスグの工場主たち

はへ ただちに軍隊にたより，ここでは流血の鎮圧がおこなわれた7〉0

オレホヴォ=ズエヴォにあったモロゾフ (c.T. MOp030B) の工場におい

ては，全く「ヨーロッパ的」な方法がとられた。つまり，工場側は労働者の

要求を大部分拒否し 2月ロック・アウトをおこなったo コフマに企業をも

っていたヤスユネ γスキー(K.兄CIOHeHCK拍)も，労働者に譲歩せず，賃金

清算をうけてコフマから出てゆくよう労働者に要求した8)。労働運動に対処

する方法において，イワノヴォとちがっていた。

このちがし、は，ブノレジョアジーの政治的行動の面にもあらわれていた。 1

月13日，モスクワ市議会の議員有志、が，労働運動のこれ以上の発展をおさえ

る手段を審議するための緊急市議会をモスグワ市長の名のもとに召集するよ

う要求する，という声明を出した。それに署名した人々の中には，ヤスユネ

シスキー， リヤブジシスキー，モロゾフらの名があった。 1月14日の市議会

は(1)，労働者が， 自己の利益を守る平和的手段としてのストライキの発生

を合法的秩序の枠内で，可能にする条件と，発現の形態とを規定すること，

(2)，法秩序によって合法的に保障された集会，結社の権利を同様の秩序を他

のロシヤ市民にも拡大することを必須条件とした上で，労働者に対し，提供

すること，を政府に請願する決議を採択した。さらに数日後， リヤブシンス

キー， モロゾフ， バフノレシシ (B.EaxpylIlHH) ら議員は， 再び市議会に対

し，ストライキがあたらしい企業に拡大してゆくのに対抗する措置をとるよ

うに，労働者の「平和的」ストライキに対して軍を招致しないように，労働

者に対し「平和的」ストライキや集会。結社の権利をあたえるよう請願する

ように要求する，と声明した。これらのうごきに対し，モスグワ取引所委員

会は大蔵大臣に覚え書きをおくり， モスグワ市議会の 1月14日付決議は，

「工業家身分の意見とみとめることはできない」と声明した的。すなわち，
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ストライキと組合の自由を一定限度において労働者に保障し，そのことをテ

コにして一般的な集会。結社の自由を拡大しようとするモスクワ市議会の考

え方に対して，取引所委員会は反対したO

1905年の草命のはじまりとともに，ツアーリ専制の労働政策にも転換のき

ざしがみえはじめるo 1月24日，大蔵大臣ココフツオフは，工業家の評議

(COBernaHHe rrpOMbIlIlJIeHHHKOB)の席上で，労働者のストライキ斗争の主

要側面は，経済的状態の改善のための工場主に対する斗争である，との考え

方から，工場主がいそぎ譲歩するべきだとのベたO これに対し工場主側から

はつよい不満がおこり， ベテノレブノレグの官房に次々に覚え書きがおくられ

た。モスクワの工場主たちは， I周期的な労働者騒動のもっとも主要な原因

は，国家生活の一般的素苦L，政治的自由の欠如，人民の代表として人民の利

益のために自由にえらばれた議員の玉座への協力の欠如」にある， とのベ

た1%労働保護の前進と労働市場の近代化を課題とするココフツオフ委員会

が組織される.や，モスクワ取引所協会を指導していたブ、/レジョアジー・グノレ

ープは，グレストヴ二コフ (r.A. KpeCTBHHKOB)を先頭に， この動きに抵

抗した。 1905年3月16日，委員会の席上でグレストヴニコフは， 委員会は

「工業生活の不自然な期間」に，大衆ストライキの圧力によって召集されて

おり，委員会の活動はかえって労働者の大衆的ストライキをひきおこす，ス

トライキの原因は， I労働者の経済的な生活条件よりも， むしろ工業生活に

は関係のない事情の方にあるJ， とのベ， 4-5月の委員会の中での継続的

活動ののち 5月18日には，もっと適当な時期まで，委員会の活動を延期す

るよう全工業家の名において要求する，と発言した11)。

ブノレジョアジーは専制の動きにこのようにブレーキをかける一方，自力の

労働政策にとりくみはじめた。 1905年2月はじめ，モスグワ取引所委員会は

その中に労働問題委員会 (Km四 CCHHrro pa6o~eMy Borrpocy)を発足させ，

チエトヴエリコフ (C.11. 4eTBepHKOB)を長とした。 この労働問題委員会

は 2月から 3月はじめにかけての活動の中で，工場主たちが一致して労働

運動と斗かうための協定草案 (rrpoeKTKOHBeHUHH)を作成した。 この協定
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を全ロシヤ的なものにしたいと考えたモロゾフらは 3月10-11日，モスグ

ワにおける主要工業地帯の企業家代表の評議にこの草案をかけた。中央工業

地帯の12人を含む30人がこの評議に参加したO しかし，南ロシヤ，ワルシヤ

ワ， ドγブロフの工場主たちは，すでに他地方におけるよりも多くの譲歩を

労働者に強いられていたので，全ロシヤ的協定を拒否したO モスクワの工場

主の中にも譲歩の巾に見解の不一致があった1ヘ
ベテノレブノレグには1896年の大ストライキに大きく影響されて「ベテノレブ、/レ

グ工場工業振興協会 (TIeTp6yprcKoe06~eCTBO 6~H co瓦e読CTBllHy~y可llle­

HlllO II pa3BllTlllO中a6p別HO・3aBo，n:CKO訪日pOMbIlll~eHHOCTll) j。略称「工場主

同盟 (CO防相6pllKaHTOB)j が1897年に出来ていた。ベテノレブノレグの工場

主たちは，モスグワ取引所委員会労働問題委員会の作成した協定草案を利用

し 3月15日，自己の地域内での協定とした。以下これを1905年 3月15日協

定と呼ぶ。 3月15日協定の大凡の内容は次のごとくであった。すなわち，直

接， 間接をとわずいかなる労働日短縮も単独に行なわない， iストライキに

参加したための欠勤に対して賃金を支払わないj，i賃金は需要と供給の法則

に従うべきである，これから逸脱することは純粋に形式的なことに思われる

場合にも，労働者の干渉の有害な前例になるから危険であるj，賃金額を決

定する場に労働者を参加させてはならない，労働者の要求に応じて出来高給

の保障賃金や日給の最低賃金をきめてはならない，工場内秩序の問題に労働

者を関与させてはならない，労働者を解雇する工場管理者の権利に労働者お

よびその代表者のいかなる干渉もゆるしてはいけない，罰金の廃止要求は拒

否する，などであるO この協定に参加するものは，最初92商会，のち 6万7

千人の労働者を擁する 125商会となった13〉0

協定成立の直後，ベテノレブノレグ工場工業振興協会の中の繊維工場主グ、ノレー

プが部会を形成し 3月17日，第 1回会議 (3ace，n:aHlle) をひらいた。そし

て就業規則の統一案を作成し，常設事務局を選出した。 1905-1906年のその

後の会議において，祭日前日の労働時間や種々の職種の日給の最高限を協定

していった。労働日は10時間30分，労働週は60時間30分に協定された14)。
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ベテノレブ、ノレグの工場主たちは，労働者による 8時間労働日の事後届出方式

による確立の試み (HBO"lHoeBB何回配 8・~aCOBoro pa60~ero 6HH)を前に

して，断固たる協同行動をとった。 1905年11月16日，司官営工場に支援された

ベテルブノレグの72工場の集団的戸ッグ・アウトが，ベテノレブノレグ工場主同盟

により組織され，約20万人の労働者を街頭に放り出した。メンジエヴイキー

の指導にあったベテノレブルグ・ソヴェトは， これに屈した15)。

中央工業地帯の工場主たちも，具体的に労働運動と斗かう方法の点では，

全体的にまとまりをみせる方向にうごいていったものと思われる。 1905年の

春一夏のストライキののち， イワノグォ=ヴォズネセンスグの工場主たち

は，ストライキ保険基金をつくったりもしている16〉0 モスクワのブノレジョア

ジーの場合は，グレストヴニコフらの専制擁護グ、ノレープと，モロゾフ， リヤ

ブシンスキー，チエトヴエリコフらにひきいられる自由主義的グループとに

わかれ，夏のあいだ一致した行動をとりかねていたo 1905年9月21日，モス

クワ取引所委員会はモスクワ総督に対し，モスグワにコサック部隊を駐屯さ

せるよう陳情し， 10月15・16日のストライキののちには，モスクワを戦時体

制においてくれるよう陳情している。一方，自由主義的グループの方は，そ

のような行為は破局をひきおこすであろうからやめるように，と陳情した。

しかし， 10月17日の詔勅ののちには，両グループは統一的な行動をとってい

った。 10月21日，モスクワと中央工業地帯の工場主の大会がひらかれ，組織

的な労働運動と斗かうために， iモスクワ地区工場主同盟 (COI03φa6pHKaH-

TOB H 3aBO江可HKOB~OCKOBCKOrO oKpyra)Jを設立することにきめ， モス

グワ取引所協会労働問題委員会が規約案を作成することにした。 1905年10月

21日から12月1日にかけて，この委員会はモスクワ市，モスクワ県，その他

諸県から 186企業を結集し，繊維，金属加工，その他，の三グノレープにわか

れて活動した。そのうち繊維グループがもっとも大きく 88商会仲間Ma)

をあつめていた。この委員会は自身でロッグアウトを準備し，そのための保

険基金をつくったりもした17)。

モスグワにおける12月蜂起は，ブ、/レジョアジーの結束をつよめている。蜂
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起のあいだちゅう，モスグワ市議会は連日ひらかれ，ストライキ労働者の賃

金を控除し，スト破り労働者に賞金を出すようにと決議しているO モスクワ

市参事会頭グチコフ (H.11. ryQKOB)は，新年のあいさつで， モスクワ総

督ドウバソフ(且y6aCOB)に協力を申し入れている18〉O

モスクワ取引所協会労働問題委員会は， 1906年4月12日まで毎週会議をひ

らいて，中央工業地帯工場主同盟の規約案をつくった。同盟の目的は，労働

者の賃上げ、，労働日短縮の要求と斗かうさいの同盟のメ γパー同志の相互支

援と協同行動を保障すること，とされた。この案には，地域内に一律の賃率

と雇傭条件をつくり出すこと，調停委員会 (rrpHM即日TeJIbH副首 KOMHTeT)を

つくること，ロッグ・アウトをとる場合もありうること，などを予定してい

た。同盟の各メ γバーは，規約の全条項を遂行することについての誓約書を

入れることになっていた。入会金の額は，もし自分のところでストライキが

おこったさいに損失の補償をうける限度とリ γグしていた。評議会は繊維産

業から 9人，金属加工業から 6人，のこりの業種から 9人出て構成されるこ

とになっていた。この草案は， 1906年6月27ー28日の工場主大会で審議され

確認された。 1907年はじめ，同盟は13万9千人の労働者を擁する諸企業をあ

つめ，基金150万 py6.(うち払込み済75万 py6.)になったO しかし，実効

のある組織となるには距離があった。チエトヴェリコフおよび取引所協会労

働問題委員会書記ポプラフスキー (10.比口OrrJIaBCKH員)は，同盟事務局の

名のもとに諸企業にいくどかよひ、かけたが，さしあたり効果はなかった。と

はいえ，この組織は，のち1907年にモスクワ工場主協会(MOCKOBCKoe06瓜b

CTBO 3aBo，n:QHKOB Hφa6pHKaHTOB)が金属加工業の主導のもとに形成され

ていく基礎になった。ポプラフスキーは，のちその副会長になった1930

このような雇主組合の組織化のうごきにおいても，ペテブ、ノレノレグのブノレジ

ョアジーの方がより成功的にことをすすめた。ここではペテノレブノレグ工場工

業振興協会が，ベテノレブルグ工場主協会 (TIeTep6yprcKoe06w;ecTBo 3aBO・

瓦四KOBHφa6pHKaHTOB)に1906年秋に改組された。イニシャチヴをにぎ、っ

たのはノーベリ(3.凡 H06eJIb)を先頭とする金属工場主であった。 10月24
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日の設立総会で，代表者グレズメノレ (C.口.rJIe3Mep) は，協会の実際的力

は，全般的には工業生活のあれこれの進行に，特殊的には，労働者との相互

関係にふりむけられる，と声明した。総会の構成員の中から，工業の各部門

を代表する42名が選出された(註〉。次いで，ノーベリを代表者とする機械部会

{OT.lLeJI)が， 1907年には繊維部会が出来た問。

(註〉 その中には. 1プロダメートJ. 1プロヴォロカJ. などを背景にもつ 5.5. 

rep6epl¥.橋りょう建設および砲弾シンジケートを背景とする H.且.刀eceH圃

KO， 1プロドワゴン」および銅シンジケートを背景にもつ φ.JI. Pa且且OB，ジ

ーゼル生産販売、ンンジケートおよび北洋船コソジエルンを背景にもつ rr.A. 
5apTMep，ロシヤ・アジア銀行および軍需工業コ γツエノレンなどを背景にもつ

A.K.φoiirT，ゴムシンジケートを背景にもっ r.凡 reii3eなどがし、た21)。

北部および治パルチヅグ地帯金属工場主大会 (1902年創設〉評議会は，ベ

テノレブノレグ工場主協会成立ののち1907年5月17日，大会を工場主協会の機械

部会に令併すべきかいなかについて審議した。そして結論と Lて，1工場主協

会は，成立してこのかた労働問題の一部門にのみたずさわっているO すなわ

ちストライキとの斗いである。この問題が第一級の重要性をもっ問題である

こと，また……この組織がまさに労働者のストライキと斗かうためにつくら

れたものであることを諒承しつつもJ，1一般経済的性格をもっその他の諸問

題が，この部門の活動において第二級の問題であるかにみえ，相応の注意、を

うけないことになるかも知れぬ」ことをおそれるゆえに，合併はしない27)

ということになった。ベテルブノレグ工場主協会は， このようにして，周囲か

らも労働運動に対するブノレジョアジーの斗争組織としての位置づ、けをあたえ

られることになったので、ある。

ベテノレブノレグにおける工場主協会の成立にひきつづき，すで、にふれたよう

にモスグワでも， 22人の大金属加工業者のイニジヤのもとにモスグワ工業地

帯工場主協会が1907年に成立した。モスグワでは，一部の繊維工場主は別の

組織をつくった。ロッジでは， 1905年にすでに，賃上げ、額や労働週の長さを

協定しようとする工場主たちの評議があったが，この評議は1907年にはロッ
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ヂ工場主同盟 (COI03中a6pHKaHTOB刀0JI.3H) に発展した。 この同盟は，労

働者2万人を擁する諸企業を結集し，ポズナγスキー (11.Il.日03HaHCK凶)

により代表されていた。シンピルスクでは1907年夏にラシヤ工場19が同盟を

結んでプロトポプフ (A.且.口pOTorrorrOB) を代表者とした23)。同様な組織

はその他にも数多くできた。(註)

(註〕 リフシンによると， 1908年には地帯別の工場主協会 (paHOHHoe06珂eCTBO

3aBO)(QIlKOB 区中a6pIlKaHTOB)が18，地帯別商工企業主同盟 (paHO問団員

COlO3 BJJa瓦eJJbu;eBToproBo四日pOMbI皿JJeHHbIXrrpe江口pll5!TIlH)が43，地域別

部門別業主伺盟 (MeCTH副首 OTpaCJJeBbI員 rrpe)(rrpllHIlMaTeJJbCKIlHCOI03) 

が66あった。 (2!)

ベテノレブノレグ工場主協会機械部会は， 1907年，パシコフ (11.口.IlaHKoB) 

を中心とする委員会をつくり，標準的な就業規則，賃金支払手帳の作成をお

こなった。その案の中には，期限前に予告なしに作業を離脱したさいの「違

約金」の規定，身体捜索の義務の規定，労働者の操行についての規則，労働

時間の配分について，交替制と番の変更についての規定，休日表および罰金

表などがあったO とくにストライキに参加した労働者は，賃金をカットされ

るのみならず¥罰金を課せられるか，あるいは2週間後の解雇予告をうける

ことになっていた。労働日の長さは10時闘が標準とされ，労働者の要求にお

されて 9時間まで譲歩しようとする動きを牽制した。これらの内容は，協会

の1908年 1月4日付義務規程 (06f.!3aTeJIbHOerroCTaHOBJIeHHe)となったmD

ベテルブ、ノレグ工場主協会は， 1907年の規約の中にストライキ保険を規定し

ていた。また，ストライキを予防するために，一連の企業を指導して，工場

が継続的に操業をつづけた場合には，各 2ヶ月ごとに 1週間分の賃金額にあ

たる褒賞金を出すときめさせた。さらに，労働者を選別してストライキの火

種をとりのぞく， という観点から， ベテノレブ、/レグ工場主協会附属の「労働

者雇傭照会事務所 (CrrpaBO叩 a兄 KOHToparro HaHMy pa60'IHX，あるいは

CrrpaBO可HaHoT6eJI)Jを1909年に開所した。目的は， I漸次的な選抜によっ

て，地域のために優秀な信用できる基幹労働者を編成し，間接的に工場規律
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を助成する」というものであり，協会のメ γバーは，自分の雇傭している全

労働者についての情報を事務所に知らせる義務をもった。工場主は事務所を

とおさず労働者を雇傭する権利は保持したが，必要な労働者を企業にさしむ

けるよう事務所に要求する権利をもった。仕事のほしい労働者は工場管理部

へ照会事務所からもらった調査書用紙 (crrpaBa)をもってゆかなくてはなら

ない。工場管理部は24時間後までにそれK書きこんでかえすことになってい

た。これは職業紹介所であると同時に，一種の興信所であった。一般にはブ

ラヅグ職業紹介所 (4epHa5I6Hp)Ka Tpy，n:a) とも呼ばれた26〉O

各地域の工場主たちは，多かれ少かれ同じ方向，すなわち工場主たちの団

結をつよめ，労働市場の経済法則にのっとりながら工場内における雇主の専

制を維持する方向で努力をすすめているo 1906ー 7年，ロッジの工場主たち

は大規模なロッグ・アウトを展開した。その規模は，注文がまわった中央工

業地帯の繊維工業に繁栄をもたらすほどのものであった。「スタリチナヤ・

ポチタ (CTOJlI何Ha兄 rro可Ta)J紙は， I工場主たちは，彼らの若干のもののい

うところによると，労働者の解雇と採用を労働者から独立して行うことをの

ぞんでいる」とったえ， また同紙1907年2月6日付では， Iもし……ロッジ

の工場主のトラストがつづくならば，ロッジの労働者はただ一人の雇主をも

つことになるだろう」とのべている。 1907年12月17日， ワノレシヤワ総督副官

(rrOMO凹HHK)は，ロッグ・アウトは， Iだれが工場における主人たるべきか，

工場主か労働者かという問題の原則的解決のための手段としておこなわれて

いる」とのベた。ロッジの「織布工場同盟 (C0103TKaU;KHX中a6pHK)Jは47

企業を結集し， 1907年末から1908年初にかけてのロッグ・アウトによって，

賃金切下げにさえ成功している27)。

モスグワにおいては， 1905年12月蜂起ののち，多くの企業で労働者の雇傭

のさいに，就業規則に違反して解雇されても苦情をいわぬことを，署名で約

束させることがひろくおこなわれた。セノレプホフのマラエヴア (MapaeBa)

所有の工場では， 1905年末全労働者を解雇し， 1906年 1月の再雇傭にあたっ

て，コサック兵の援護のもとに労働者を 1人 1人点検し，もっとも自覚ある
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労働者を排除するとともに，賃率をさげ、た28)。

中央工業地帯では1906/07年の冬に労働組合の組織化がすすんだ。 1907年

はじめ， モスクワ労働組合中央書記局 (UeHTpaJIbHOe6mpo rrpo中com30B

MOCKBbI) がエスエノレからポリシエヴキーのノギン (B.口.HOrHH) やマノレ

コヴイ γ(MapKOBHH) の指導下にうつった。 1907年 2月2日，中央工業地

帯繊維産業労働組合第 1地区協議会がひらかれ，モスクワ工業地帯繊維労働

者のゼネストが提案された。モスグワ工業地帯工場主協会は，労働組合を法

認した1906年 3月4日付規則は，法にのべられた秩序をっくり出すものでは

ないと，政府に陳情し，労働組合を否認する態度をうち出しており，先進労

働者の大量解雇をすすめた。 1907年 3月，モスクワ織物工場だけをとってみ

ても，組合員1000名が解雇された。イワノヴォ=ヴ、ォズネセγスグの工場主

たちは， 1907年春ストライキが予定されているとの情報をうけるや，早くか

ら，修理を名目にロ γ グ・アウトすることを協定していた。そして，現存秩

序を拒否するときは解雇するとの威嚇のもとに，時間外労働の賃率引上げを

拒否すること，ロッジのロック・アウトによる注文の集中からフノレ操業する

ためもあって急速に 2交替制が普及していた条件の中で，従来の機械2台も

ちを 3台もちにかえること，を申しあわせていた29〉O

復活祭前後の一斉雇換えの時期に労働者の大量清掃(可HCTKa)がおこなわ

れた。それに対する斗争は， 18の工場でおこり 3つの工場で、労働者が勝利し

た。 たとえばニコリスグにあったサッフイ・モロゾフ (CaBBbIMOp030B) 

の工場とヴィクール・モロゾフ (BHKyJIbMOp030B)の工場で、は，労働者の

ストライキの結果，復活祭の解雇はしないと約束し，とくに前者では労働者

の代表との交渉 (rreperOBOp) に入った。 1907年4月のはじめ，モスクワ地

方の繊維工場主大会がひらかれ，一方で 5~1O%の賃金増加(Ha.n6aBKa) を

実施しながら，他方で大量清掃をおこなう方針をきめた。その中で，イワノ

ヴォの資本家はいちばん攻撃的であって 6月まででもロッグ・アウトをつ

づけると公言していた。イワノヴォでは6000人が，、ンューヤでは1000人が清

掃の対象となった。ロッジのロック・アウトで労働者側が敗北するや，サッ



帝政ロシヤにおける雇主組合 荒又 101 (101) 

フィ・モロゾフの態度もかわった。朝食 (3aBTpaK) や茶のための休憩は廃

止され，労働者の全権2名が期限前に解雇された。織布部門の労働者4597人

は全権の再雇傭，以前解雇されたすべての再雇傭，工場の中にある「労働者雇

傭委員会 (KOMHCCHH6JIH Ha首Mapa60可HX)Jの廃止を要求してストライキ

に入った。しかし，このストライキは拡大しなかった。 1908年度になると，

ウラジミル県主任工場監督官の報告するところによれば， [-労働者の根拠の

ある歎願 (rrpocb6a) であって， 以前であれば摩擦なしに雇主によってみた

されたようなものであっても，いつも工場閉鎖の威嚇のもとに頑固な拒絶に

出あった。そして，しばしば工場開鎮は実行され，労働者構成の清掃がなさ

れたのちに，労働者の歎願はききとどけられ，作業は以前と同じように」す

すめられた30〉O

E 労働運動の再昂揚と雇主組合

1905年の革命は，専制とそれに従属したブルジョアジーの勝利におわり，

工場主協会に組織されたブノレジョアジーによって，労働者階級はおさえられ

た。しかし，それはまたプロレタリアートとブルジョアジーの矛盾を深めるも

のであった。1910年度モスグワ工場主協会評議会報告は，繊維産業にストライ

キがひろがりつつあるのは，繊維資本家の労働者への態度に統ーがないから

である，としている。 1911年末から1912年はじめにかけて，再び工場主の結

集がおこなわれ，1912年 3月30日のモスクワ工場主協会の総会では，労働者10，

万人を擁する 126企業が新メンバーとして加入することになった。工場主協

会の活動は質的にも強化していった。統一的な罰金表 (Ta6e刀HB3bICKaH凶)

の運用により，罰金を課される労働者数は増えているO 工場監督官統計によ

ると1905年の 100人につきのベ 152人， 1906年の139人が， 1910年に242人，

1912年に 265人へと増大している。罰金全廃を要求する労働者との矛盾は深

まっているというべきである。ベテノレブ、ノレグの雇傭照会事務所は1911年から

全産業部門を扱い， 1912ー1914年には常時13万7千人を登録，調査していたD

その活動の中から，ブラック・リスト制度 (CHCTeMa可epHbIXcrrHcKoB) が
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発展し，大量のカードに情報が整理された。さらにその中からブラック・ブ

γ グ(可epHa兄 KHHra)がつくられ， これに記載せられた労働者を雇傭する

ことを協会内で禁じるまでになった。官営企業もこれに協調するにいたっ

fこ30。

1912年4月4日，レナの金山で労働者の虐殺がおこった。この情報がヨー

ロッパ・ロシヤにつたえられるや 4月中旬より下旬にかけて一大抗議スト

ライキが発生した。これは労働運動のあたらしい昂揚のシグナノレとなった。

これはまた，諸工場主協会の団結に対して衝撃を与えるものでもあった。

レナ事件ののちのモスクワのブ、ノレジョアジーの動きについてみると，モス

クワ・オグラナのデータによれば，グレストヴニコフのグループは「罰金で

あるとか，不従順な労働者の解雇であるとかの方法をもって，もっともエネ

ノレギッシュに労働者のストライキ運動との斗いを遂行」すべきである，と考

えていたのに対し， リヤブシンスキーにひきいられる「若手」グループは，

レナ事件によりひきおこされたストライキの原因について， リヤブシγスキ

ーの私宅で評議をひらき，そこでは， 1レナ労働者の射殺に抗議するストラ

イキの波に対して斗う必要はないばかりか，反対に，現時点におけるのぞま

しい政治的フアクターとして，これに道徳的支援をなすべきである。……欠

勤に対する罰金控除はしなしづという意見が支配的となった。モスグワ工業

地帯工場主協会の中では，多数が「若手」を支持した。しかし「若手」も，

ストライキ中の賃金を支払え，という労働者の要求には応じない点で，クレ

ストヴニコフらのグループと一致した。ひきつづいておこった 5月1日のス

トライキに対する態度においては， 1若手」グループも罰金を支持した32)。

ベテノレブノレグにおいても，工場主協会の中で動揺がおこった。レナ事件に

関連するストライキにさいして，ベテ/レブノレグ工場主協会の緊急総会がひら

かれたが，労働者に罰金をかける態度をうち出すことができなかった。ひき

つづいておこった5月1日のデモソストレージョンと政治ストライキに対

しては，ベテノレブノレグ工場主協会は，これに罰金をかけることにきめた。する

とそれは，罰金撤回を要求する長期ストをひきおこしてしまった。協会の副
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議長トリポリトフ (M.H. TpHI10JIHTOB) は商工大臣チマシヨフ (C.11. 

THMaweB)にたすけを求めた。チマシヨフは，ストライキ中の賃金を支払う

べきでないが，罰金もかけるべきでない，と答えた。すでに工場主は罰金を

かけてしまったが，どうしたらよいか問うても， トリポリトフは，はかばか

しい返事をうることはできなかった。 ノーベリ (3.凡 Ho6eJIb) はトリポ

リトフとの会談ののち， 1912年5月2日， 協会の会議 (3ace江aHHe) におい

て，いまや政府の支持をたよるべきではない，彼らは動揺している，とのベ

た33)。

5月5日，ベテノレブノレグ工場主協会の臨時評議 (9KCTpeHHoeCOBe山田町)

があり，そこで， 1908年の協定に違反して 5月1日のストライキに罰金をか

けなかった企業が76もあり，労働者に罰金をかけた16企業のうち13は，以後

ストライキに対する態度の自由を協会に要求していることが明らかになっ

た。 5月7日，協会の機械部会と繊維部会の会議がひらかれた。そこでは，

もし 5月15日に労働者が再びストライキをやるならば，ストライキに罰金

をかけることをやめるよう総会に提案しよう，ストライキが発生したときに

は，個々の企業に，自分の判断どおり行動する権利を与えるようにしよう，

との提案がなされていた34)。工場主協会自身も動揺している。

5月9日，プチロフ，ネフスキー， ノーベリ，フラジコ・ノレースコ，ベテ

ノレブルグ金属， レスネノレ， フェニッグス各工場の代表者が集合し，ペテルブ

ノレグ工場主協会を維持することがぜひとも必要である，という点で意見を交

換し一致をみた。 5月10日，工場主協会臨時総会が召集された。そこでj

ひとまず， 1908年 1月4日付協定を廃し，あらためてあたらしい協定 (KOH-

BeH!:(HH) を作成することにきめた。協定草案をつくる委員会がえらばれた。

委員会には，プチロフ，レスネノレ，メタリチェスキー，ジーメ γス，トレウゴ

リニグその他からの代表が参加Lていたo 1912年 6月20日，協会評議会は委

員会の作成した協定案を審議し，その案を決定するとともに，議長のグレズ

メノレを，彼の枢密院での活動を考慮して更迭し，かわりにノーベリをおき，

副議長にトリポリトフ，デュフノレ (B.B.且ωφyp)，ジューコフ (A.A. .iKy-



104 (104) 経済学研究第 18巻第 1号

KOB) をおいて組織再編成した。評議会の中には，ほかにレスネノレ工場のパチ

マノフ (A.A. Ea'lMaHOB)，メタリチスキー工場のレセγコ (H.且.JIeceHKO)， 

トレウゴリニク工場のピッケリ (A.K. f1HKKeJIb)，などが入っていた。協定

草案への署名は，機械，繊維部会ではすぐにおわった。他の部門で、は協会へ

の組織率がひくいために，独自行動の権利を放棄することに二の足をふむも

のもあったが，ともあれ，草案は1912年 6月28日付協定となった。この協定

は1912-1914年について有効なものとされた35)。

1912年6月28日付協定の主要内容は次のごとくで、あった。まず第一に，事

前に協会の同意をうることなく，工場主協会によってつくられた標準就業規

則に定められたものよりも労働日を短縮することは厳禁された(第 1項〉。

同じく祭日数を増すことによって，労働年を短縮することも禁じられた。エ

フロ γ(E.A. 3中pOH) は， これらの諸点を審議した1912年5月16日の会議

で， I今は労働時聞を短縮すべきときではなし、。なぜなら，労働者たちはス

トライキのおかげで自分たちは労働日の短縮を勝ちとった，というであろう

からJ， また，労働日の短縮は，工業にとって損失になるであろうから，と

のべていた。次に，労働者の要求にもとずいて最低賃金額を決定し，工場管

理部がそれ以下で、労働者を雇う権利を放棄することは禁ぜられた(第 3項)。

ストライキ期間に対する賃金支払は禁ぜ、られた。代表(江印TaT) とか総代

(CTapOCTb)とかの形をとった恒常的労働者代表制をゆるLてはならない，

とされた。賃金およひ、雇傭条件の決定に，および工場内秩序の諸問題に，労

働組合，労働者協会，その他企業の外にある組織の干渉 (BMeWaTeJIbCTBO)

や仲介 (rrocpe江HH'leCTBO) をゆるすことは禁ぜられた(第6・7項〉。これ
に違反すると，違約金表 (Ta6eJIbHeycToeK)にしたがって，そのメンバー

の年間納付金(これは雇傭している労働者 1人あたり 1 py6.であった〉の十

半額にあたる罰金を徴され， くりかえして違反すると， 罰金は2倍になっ

た。ストライキに参加した労働者に対しては，罰金を課し，あるいは2週間

後の解雇予告をするのみならず，即時，ストライキ参加者の名簿を雇傭照会

部にわたすこと，そしてストライキ労働者たちのあらゆる要求を拒否するこ
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と，とされた。またストライキについて，労働者の要求について，それへの

回答について，用意された特別の様式にそって整理した情報を協会に報告す

ることが義務づけられ，その報告をおこたると 25py6.の罰金を課され， く

りかえしおこたると罰金は2倍となった。雇傭照会部は，ストライキの発生

した工場から報告された名簿を各工場に送付するO 各工場では，この名簿に

のっているもの，すなわちストライキのおこっている工場からきた労働者を

雇傭してはならなし、。もし，名簿到着以前に雇傭してしまっていた場合に

は，ただちに 2週間後の解雇を予告しなければならなし、。ストライキが中止

されて作業を再開する場合，再雇傭することが可能でないようなものについ

ては，とくにチェッグする(第9項〉。大凡以上のようなものであった問。

しかし，このきびしい協定は，しばしば実施不可能におち入った。ベテル

ブノレグのメタリチェスキー工場 (MeTaJIJI別 eCKH負 3aB.) に1912年5月21日

9時間労働日と時間外労働および休日労働の廃止を要求するストライキが発

生し 7月21日まで61日間もつづいた。労働者は工場主協会のブラッグ・リ

ストにのせられたが，工場側も，熟練労働者をあつめることができなくなっ

てしまったO また， 1912年10月5-10日には，ベテノレブツレグの労働者グリヤ

からの選挙に関連したストライキが発生した。この政治ストライキを前にし

て，ベテノレブノレグ工場主協会の機械・繊維部会評議会合同会議は， こ¢スト

ライキには罰金をかけない方が適当である，とみとめざるをえなかった幻〉O

レナ事件のあと，メタリチェスキー工場におけるのとならんで，ジーメン

ス・ハルシュケ工場の労働者も 3ヶ月におよぶストライキを展開していた。

工場主協会は，政府がストライキと斗かっているプ〉レジョアジーを十分に支

援していないと，不満をもっにいたった。 1912年7月28日，協会の代表は内

務大臣マグラコフ (H.A. MaKJIaKOB) にあって，工場主協会が労働運動の

「首魁や張本人」の名簿を系統的に警察署にわたしているのに政府は敏速に

反応していない， I首魁たちは逮捕もされず市からの追放もうけず自由を享

受しているJ， ジーメンス・ノリレシユケ工場のストライキ組織者の名簿をわ

たすから，即刻，彼らを逮捕してほしい，と依頼した。大臣はこれを一応ひ
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きうけながらも，協会代表者たちに，ストライキ労働者を市から追放するに

は，企業家はまず相応する治安判事にたのみ，そこで一両日のうちにもらえ

る令状 (HCIIOJJHHTeJJbHbI員五日CT) をもってことをすすめるように， とのべ

たのみで、あった向。工場主にとって，専制はすでに充分にたよりうるもので

はなかった。

工場主協会同志のあいだにも矛盾があった模様である。 1912年 9月，ベテ

ノレブノレグ工場主協会評議会は，そのメンバーに対して，ベテノレブノレグにおけ

るストライキの情報をモスクワ工場主協会に与えることを禁じているo 10ヶ

月ののちゃっと， ペテノレブルグの協会とグヂョ γ(10.[1. ry)j{OH) とによ

る特別折衝によって，両者は協会の名のもとに，全ロシヤ的なストライキ運

動の概況と統計をうるための短い情報を交換しあうことをきめている3ヘ
1913年に入ると，ベテノレブノレグの労働運動はさらに強まった。 1月9日，

血の日曜日記念ストライキがおこ勺た。 1月10日，工場主協会総会がひらか

れ 1月9日のストライキの参加者に罰金を課することはしないときめた。

罰金が再度ストライキをひきおこすことをおそれたこと，もしストライキが

おこると，国庫からたくさんの発注をうけた生産(大戦が近つ、いていた〉が

停滞することをおそれたこと，がその理由であった。官営のオブホフスキー

(06yXOBCKHH)工場ではストライキ参加者全員に罰金が賦課され，それはま

た， 1月10日のストライキを惹きおこしていた。つづいて4月4日には 17

ナ虐殺を記念するストライキが発生した。さらにそのあとにメーデー・スト

ライキがつづく O ベテノレブノレグ工場主協会は，このように連続する政治スト

ライキに困惑し，政府に対し，政治ストライキを規制する立法を要請してい

る40)
O 

1913年の夏をつうじて，組織的な経済ストライキが頻発したO ベテノレブ、ノレ

グの金属加工工場では部分ストライキが組織された。ネフスキー (HeBCKHii)

造船では4ー 5月にし、ろいろの職場 (MaCTepCKaH) で次々に延10固にわた

りストライキがあった。蒸気機関部門の塗装工は25%の賃上げを要求して

113日も斗かっていた。イジョーノレスキー(l1)j{opcK附)工場では，同じく 4
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-5月に5回の部分ストライキがあった。巨大工場における部分ストライキ

と並んで、，多数の小工場における集団ストライキ (KOJIJIeKTHBHbleCT加 KH)

がおこなわれた。裁縫工たち，石版印刷工たち，靴工たちがそれを成功的に

遂行し，労働組合に結集していった。青銅工たちの集団ストライキは20企業

にわたり 200人以とが参加した。そしてストライキに入らないものからは週

賃金の 3%のカ γバがあつめられ 5月4日から7月17日までに金銀細工労

働者および青銅工労働組合をとおして 1534py6. 61 KOII.うごいた。さらに

9月14ー15日には「ノーヴィ・アイヴァス (HOB副首 AfrBa3)J工場で全労働

者によるストライキが発生した。原因は25%の賃率引下げ，労働日 1時間延

長がおこなわれることであった。このストライキには金属工労働組合が 1人

25 KOII.づつのカンパを組織して支援した。労働者は労働条件の切り下げに

抗することはできなかったが，ストライキ終結にあたり，第 1に労働者の再

雇傭にあたって労働者からなる委員会がこれを管理し，ブラッグ・リストの

適用を排除し第2に再雇傭にあたっての医師の検診は労働者から推せんを

うけた医師がこれを行ない，第 3に，雇傭されなかったものには長期の物質

的援助が組織された。このノヴィ・アイヴアス工場のストライキの成行は工

場主協会を不安にした。 1913年9月24日の協会評議会会議は，これが近隣に

影響を及ぼす先例となるであろう，と指摘した4130

1913年11月12日，ベテノレブノレグ工場主協会の評議会会議は，副議長トリポ

リトフの提案で、ストライキと斗かう方法についてあらためて審議し，事情に

おうじて次の方法をとりあげるべきであるときめた。すなわち(1)罰金， (2)即

時解雇，あるいは2週間後の解雇予告， (3)ストライキ労働者たちをボイコッ

トするためのリスト (60訪問THbleCIIHCKH)，仏)工場の一時閉鎖，労働者解雇

不適当な要素のロカをともなった彼らの再雇傭， (5)ドイツの例にならい，ス

トライキのさい労働者から違約金 (HeycTo鼓Ka) として日賃金の 3~4 日分

を徴集する， (6)ロッグ・アウト，であった。このうち(2)はもっとも時宜をえ

た効果あるものとみとめられ， (6)は時機早尚である，とされた印。政治権力

に到達していないブノレジョアジ{は，労働者のストライキ斗争に対して，労
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働市場の諸法則を利用しながら徹底的に経済的実力をもって対決しようとし

ている。そのさい，ブノレジョアジーは，労働者代表制の片鱗さえみとめない

立場を堅持しているO ベテノレブルグ工場主協会は，企業の外にある労働者の

階級的諸組織と交渉することを禁じていたのみならず，ツアーリ政府が有効

とみとめて1903年に立法化されている工場総代制をすら，メ γノミ{企業が協

会に相談することなくそれを取り入れることを禁じていたので、ある43)。

ツアーリ専制に対しては政治的自由の拡大をのぞみながら労働者に対し

ては工場内における資本専制を維持しようとするブノレジョアジーの志向は，

慈恵的な労働政策を展開することによって労働者を専制擁護の社会的勢力た

らしめようとするツアーリ専制の志向とは矛盾している。労働政策は，ズバ

トフ主義，ガポシ主義の失敗ののち，工場総代制から社会保険へと，形をか

えて発展してきた。ここではもちろん，ズバトフ主義，ガポシ主義の失敗に

学んで，労働者を企業内にとじこめ，労働者をブ、ノレジョアジ{に従属させっ

つ，その中で一定の慈恵を与える，というものになっている。とはし巾、なが

ら，工場総代制はどんなに制約されたものではあっても労働者代表制の萌芽

であり，社会保険はまた，罰金基金を専制の監督のもとにではあるが労働者

に対してはブ、ノレジョアジーが専断的に運用してきたり，資本専制的な共済基

金が運用されてきたりしたのとはことなって，労働者の集会によりえらばれ

た全権 (yrrOJIHOMOqeHHbI鼠)が規約を審議し承認することを要件とするもの

であり，そのいみで労働者代表制を内包するものであったので、ある。工場主

協会は1912年社会保険法の適用にあたって，大いになやんだO

モスクワ綿工業工場主協会は1913年12月3日，労働問題委員会をつくっ

た。この委員会は，以後1915年 1月1日にいたるまでに22回の会議をひらき

もっぱら社会保険法の実施にあたって工場主の一致した行動を成功させるべ

く努力した的。

ベテノレブノレグ工場主協会はすでに1913年 1月4日の会議において，社会保

険法の実施にあたって，全権をえらんだり，規約を審議したるするための集

会を，工場内で許可してよいかどうかの審議をおこなった。長時間の審議のl
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結果，原則として賛成しないが，企業はし、ま重大な状態にあるし，疾病基金

をつくることは第一級の重要事であるから許可してもよい，ただし， くれぐ

れもこのことを先例とみなさないように，と決定した。工場主協会は，その

のち，度々回状をまわして規約の修正の要求に応じないように，とくに疾病

基金の事務に対する企業主の役割を制限したり，基金の権限を拡大したりす

る修正には応じないように，とオルグした。労働者たちは，全権選出のため

の集会を企業主が妨害することに対して，規約の修正を企業主が拒否するこ

とに対して，選出された全権が逮捕されたりすることに対して，しばしば抗

議のストライキを行っている45〉0

1913年，工商代表者大会評議会は， 5000万py6.の基金をもっ「全ロシヤ・

ストライキ保険同盟 (BcepOCCHikKHHCOID3 6JI只CTpaXOBaHHHOT CTaqeK)J 

の案を作成しているO ストライキ運動の発展が急速であったため実現にまで

いたらなかったとはいえ46ヘこの時期のブ、ノレジョアジーの基本的志向を反映

しているものとみとめられるO

1914年に入っても，労働者の斗争はつよまるばかりであった。 1月9日，

血の日曜日記念ストライキがおこなわれたが，ベテノレブノレグ工場主協会は，

これに罰金をかけることを得策であるとはみとめなかった。 4月4日は復活

祭のやすみにあたったので，レナ虐殺記念ストライキは 3月13日にくり上げ

ておこなわれた。この労働運動の昂揚は 3月12日からあらわれはじめて

いたトレウゴリニグ・ゴム工場における集団疾病発生の事件と結びついて爆

発的に高まった。ベテルブノレグの120企業43000人が 3月19日抗議ストライキ

に入ったO ベテノレブノレグ工場主協会評議会は同19日緊急会議をひらいて事件

を検討したO 会議は中毒を労働者の「集団精神異常 (MaCCOBbl負 IICHX03J，

「ストライキ者たちの邪悪な意志のあらわれ」であると判定し， 疾病の発生

にあって労働者に興奮状態があることにかんがみ，企業主は企業を無期限

閉鎖する権利をもっ，休業期間は労働者に支払わない，休業7日以上の場合

は雇傭契約は破棄されたものとみなす，ときめた。すなわち，工場主協会は

11月12日の決定以降4ヶ月にしてすでに，ロック・アウトの全面的採用にふ
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み切ったのである。 3月19日の会議において，機械部会の副会長ノミノレトメノレ

(口.A. EapTMep) は 3月20-24日のあいだに35000人の労働者を擁する16.

の大企業が閉鎖されるであろう，と報告した。発火点のトレウゴリニグ工場

では，ロッグ・アウトは 1ヶ月間つづいた47〉O

ペテノレブ、ノレグ工場主協会機械部会は， このロッグ・アウトを高く評価し，

「今後本年の 5月 1日までに起りうるあらゆるストライキに同じ方法を採用

すべLJと決定した。そして， 1914年 4 月 22~24日，労働者出版物の記念祭

にさいして予定されたストライキに対し，ベテノレブノレグの 45000人を擁する

23工場がロッグ・アウトをおこなった。さらに5月，ペテノレブルグ工場主協

会は，このロック・アウトについての協定を無期限延長し，さらに 1日の

ストライキに対しては2週間のロッグ・アウトをもって，再度くりかえされ

たストライキに対しては 1ヶ月のロッグ・アウトをもって斗かうことを決定

した48)。

1914年7月3日，プチロフ工場門外での労働者集会 (MHTHHr)への警察のI

射撃からはじまる労働運動の新しい昂揚は， 7月7日， 13万人以上のゼネス

トとなり 7日-9日，にはバリケード戦となった。 7月9日，ベテノレブ、ノレグ

工場主協会は緊急会議をひらき，革命的傾向をもった労働者のいるところで

ロヅグ・アウトをすることにきめた。 10日，プチロフ工場，ベテノレブノレグ金

属工場，ネフスキー工場，新旧レスネノレ工場がロック・アウトをおこない，

11日にはロッグ・アウトされた労働者10万人に及んだ。 7月14-17日には集

団ロッグ・アウトがおこなわれた的。ロック・アウトは，労働者を街頭の政

治行動にむかわせるとともに，のちの工場占拠の準備ともなったことをみな

くてはなるまい。

E ブルジョア的労働運動創設の試み

大戦の勃発(1914年7月19日〉とともに一時鎮静した労働運動は， 1915年

中葉より再び盛んになった。生計費の高騰から賃上げ要求は激しいものとな

り， ブノレジョジーも戦時割増 (BoeHHa兄 rrpH6aBKa)の形式をとって一時的
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に譲歩せざるをえなくなっていた。

戦況が思わしくなくなるにつれて政治的危機も深まった。専制とブノレジョ

アジーの間の矛盾も深まり， リヤブシγスキーやコノヴァロフのグループ

は，専制に大戦の勝利と革命鎮圧の力はない，と見限りをつけはじめた。保

守的ブ、ノレジョアジーのグノレープも，専制をブ、ノレジョア君主制に変質させる過

程を早めなくてはならぬ，と考えるようになっていた。専制は，ブ、ノレジョア

ジーに一層譲歩し， 1915年5月，特別国防評議を常設してブルジョアジーを

専制権力に結びつけるとともに，プ)レジョアジーの独自的組織である軍事工

業委員会を認可した。

すでに集団的ロッグ@アウトすら経験ずみのブノレジョアジーは，専制の政

治的危機を前にして労働運動に対する態度を変更する試みをはじめるo 1905. 

年から1914年までの時期にブルジョアジーが労働運動に対してとった態度，

すなわち政治的に専制と妥協しつつ，労働者の専制に反対する政治運動にも

決定的に対決することなく，漁夫の利をねらいながら，経済的には専制にた

よることなく，あるいは場合によっては専制の労働者に対する慈恵政策にブ

レ{キをかけながら，労働運動と決定的に対決するという態度は，専制の危

機が深くなり，ブ〉レジョアジーが政治権力のを白からのものとする問題を本

格的にたてるや，時代に即応しないものとなるからであるO

ブ、ノレジョアジーの新しい労働政策を示す第一の動きは，軍事工業委員会の

中に労働者グノレープをつくり，そのことをつうじて労働者階級をブ、/レジョア

ジーの指導下におこうとする試みであるO これはグチコフの提案によるもの

であって，ベテルブノレグの中央軍事工業委員会の場合には， 137人の定員の

うち10人が労働者グループのために割当てられた。労働者グループは，第二

次的重要性をもっ問題でブノレジョアジーと対立することはあっても，最終的

にはブノレジョアジーの利益を守るために活動することが予定されているもの

であり，グヴオーズヂエフ主義 (rB03，n:eBlll;HHa)と通称された。こうした構

想が生れたのは， 1905年以後の帝政ロシヤ政治状態の中で国会 (rocy，n:apc-

TBeHHaH瓦yMa)が一定の役割を演じはじめていたこと， 国会への代表選出
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にあたって，労働者たちが白からの階級を代表する人物を選任するべく一定

の結集をしめし，選出された議員の活動と呼応した労働者の大衆行動が成功

していたこと(社会民主党議員の質問演説支援ストライキ〉などがあったか

らであろう。ブ、ルジョアジーは労働者から選出された代表を自分達の「代議

機関」に包含しようとしたので、あるO

ボリシェヴイキーは軍事工業委員会への参加に反対するカンパユヤを組織

した。中央軍事工業委員会のための選挙に対する労働者の積極的参加はなか

った。 1915年 9月，労働者から出た選挙人 (BbI6opw:nK)の大部分が軍事工

業委員会に参加することを拒否した。しかし中央軍事工業委員会が労働者グ

ループ選出に労働者の大衆的参加をうることに失敗したのちにも，モスグワ

地方軍事工業委員会は，その中に労働者グ、ノレープを成立させるために努力し

た。ここでは，労働者グループは，軍事工業委員会の中の工業労働部 (OT，n:eJi

rrpOMbIllIJIeHHO首Tpyλ)の下の一課 (rro瓦OT，n:eJI) として組織された。この部

の中には， リヤブシシスキーやトレチャコフ (C.H. TpeTB5IKOB) らのブノレ

ジョアジー， コロコリユコフ(口.H. KOJIOKOJIbHnKO~，マスロフ(口.口.

MaCJIOB)らのメ γγェヴイキー， Iノレースキエ・ヴエドモスチ」紙編集者の

マヌイロフ (A. A. MaHynJIOB)，ジエレズノフ教授 (B.5I. )Keo7Je3HOB)， 

コトリヤレフスキー教授 (C.A. KOTJI兄peBCK凶)，ウオノレムス教援 (A.3.

BOpMC)，トノレベツコイ教授 (E.H. Tpy6eUKo負) らが含まれていた50)。

労働者グ、ノレープの中から， 無党派「労働者大会 (pa6o可凶 Eもe3，n:)Jを召

集し，その中から「労働者同盟 (pa6o可凶 COI03)Jを組織しようという考

えが生れた。 1915年 11月29日に採択された労働者グループ選挙人への訓令

(HaKa3) の中にこの考え方がもりこまれた。 ブルジョアジーが大会から協

会へと階級的結集をすすめていった方式をうけて，労働者を同じ方式で結集

しつつ，これを労働者グループの指導下におこうとするのがこの考え方の本

質であろう O リヤブシγスキー，コノヴァロフ，グチコフらはこの考え方を

支持し， 1916年はじめ軍事工業委員会第2回大会において全ロシヤ労働者大

会 (Bcepocc凶CK凶 pa60Qn品目白瓜)の思想が審議に附された。 1916年 3
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月にひらかれた都市代表者大会議員会において， iコノヴァロフは， 1軍事工

業委員会の旗のもとに労働者組織が生れつつある。近々の労働者大会におい

て全ロシヤ労働者同盟が生誕するであろう。これは地方における小さい細胞

からはじまり，最後には労働者代表評議会のごとき最高機関となる，整然と

した組織となるであろう」と，楽観的見通しをのベた。ブノレジョアジーの期

待にもかかわらず，大会も同盟も実現しなかった。モスクワ地方軍事工業委

員会労働者グループは， 1916年8月1日，モスグワの労働組合が，ただ一つ

の例外をのぞいては，すべて労働者グループを支持していないことを白から

みとめていた51〉O

フソレジョアジーの新労働政策は一致して推進されていたわけで、もなかっ

た。新政策を代表する軍事工業委員会は，労働者階級を政治的にブノレジョア

ジーの予備軍とするためには，単に以前のように専制と労働者との矛盾の激

化を一定限度内において放置するのみでは足りないのであって，ブ、ルジョア

ジーと労働者との矛盾を部分的に解決し，あるいは矛盾をやわらげなくては

ならないことを知っていた。それゆえ，この時期において，第一に，工場総

代制度を積極的に運用すべきこと，第二に，軍事工業委員会に附属する任意、

制の労資調停室 (rrpUMUpUTeJIbHa兄 KaMepa) をつくること，を考えた。任

意制の労資調停室とは，その決定が工場主にとっても労働者にとっても義務

的なものではない，ごくゆるやかな制度であった。この案は1916年8月，モ

スクワ地方軍事工業委員会に提案されていた。これに対して，モスグワ工業

地帯工場主協会は，工場総代制については総代選挙の方式その他にし、ちじる

しい規制を追加することなしには採用は危険であると考え，また労資調停室

については，かえって工業に混乱を呼びおこすものであると考えて反対した

のであった問。

専制の政治的危機は深まり，ブルジョアジーはブルジョア反対派としての

結束を強める。そのなかで1916年秋，軍事工業委員会労働者グループの代表

は，政治状勢とブ、ノレジョアジーの戦術を審議する評議にも参加した。 1917年

1月には，ブルジョアジーは宮廷クーデターを考えるところにまで進んだ。
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一方，工場内に軍隊的規律をしこうとする専制の抑圧的制策によっても，労

働者のストライキ運動は鎮圧しきれなかった。工業を動員状態におくことは

ブノレジョアジーの私的所有権に対するある制限をいみするものであること，

諸物価高騰のなかで， 名目賃金に多少の譲歩をなすことは， ブノレジョアタ

{にとってさしたる犠牲とはならないこと，これらの事情は専制とブルジョ

アジ{の矛盾を深めた。 1916年 3月10日付中央軍事工業委員会の報告書は，

前年来問題となっていた工業の動員に関する法案について i今日検討せら

れている法案は，ストライキを繰りかえさぬ保障を全く与ええぬ。経験は，

ストライキに対するどんな抑圧も，その目的を達しえないであろうこと，ス

トライキの廃絶は，このような労働者への抑圧的手段によっでではなく，労

働者大衆の文化水準を向上させることを結び、ついた計画的な労働者立法に期

待すべきであることを示した。生活の経験は，労働者を軍下級要員の状態に

おくことも，ストライキを予防しないことを示している。戦線送りも，脅迫

~，軍法の厳格さによる抑圧も，目的を達しないJ，とのべている問。

ブノレジョアジ{は，今や，名目的な多少の譲歩はいとわず，労働者の力を

白からの政権獲得のために，かつてのように消極的にではなく，積極的に利用

しようとした。リヤブシγスキーやグチコフは，国会への労働者行進 (rneCTB-

IIe pa60QIIX)を組織するよう提案した。その目的は，第ーに，ブルジョア自

由主義反対派の要求に全人民的支持の外見を与えること，第二に，ストライ

キを行進にむけることによって，労働運動を資本の利益と調和しうる枠内に

おさめることであったO 行進の準備は中央軍事工業委員会労働者グループが

おこなうことになった。ベテルブノレグの大企業において，そのための労働者

の集会が開催された。しかし 1月9日の血の日曜日記念ストライキをピー

グとして昂揚していた労働者の運動は，労働者グループの導びく水路には入

らなかった。 2月14日，国会開会日のストライキとデモソストレージョゾ

は，ポリシエヴイキーのスローガγの支配するものとなり 54)労働者グノレープ

は逮捕された。ズバトフ主義，ガポン主義と同じように，グヴオーズヂエフ

主義も崩壊した。
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